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検討の流れ（流域水害対策計画策定業務の流れ）

国土交通省 特定都市河川パンフレットより抜粋

計画対象降雨
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P4-11

ガイドラインにおける計画対象降雨の考え方

「解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン」より、計画対象降雨の条件を確認した。

・既存の河川整備計画や整備状況、既往洪水の発生状況を勘案して定めるものである。

・気候変動による降雨量の増加を考慮する必要がある。

・計画対象降雨は、年超過確率1/10以上とする。

なお、計画対象降雨は、既存の計画（河川整備計画や下水道事業計画）を踏まえて設定するものではあるが、

必ずしも各計画の目標と整合させる必要はない。

解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン（令和7年3月Ver.1.1 ）より抜粋

P4-20
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下弓削川 － 流域における既往計画の整理（総合内水対策計画）

下弓削川・江川総合内水対策計画（令和2年公表）では、H30.7豪雨と同程度の計画降雨を対象に、床上浸水

の軽減を図ることを目標としている。

下弓削川・江川総合内水対策計画（概要版）より抜粋

図 下弓削川流域における浸水対策

下弓削川・江川総合内水対策計画本文より抜粋



4

下弓削川 － 既往洪水の整理（洪水実績の整理）

近年の下弓削川流域における洪水被害を確認した。

既往洪水として、近年発生した豪雨の被害状況等について整理したものを下に示す。

表 近年の下弓削川における主要な洪水とその被害

平成30年7月豪雨
（山川町付近）

下弓削川

令和2年7月豪雨
(下弓削川橋下流)

令和5年7月豪雨
(下弓削川橋上流)

下弓削川

洪水発生
年月日

洪水要因

元村樋門
閉鎖時間内諸量

被害状況

総合内水対策計画
施工済一覧閉鎖

時間
(h)

久留米
支部局
雨量
(mm)

浸水
面積
(ha)

住家
浸水被害数

(戸)

事業所等
浸水被害数

(戸)

倉庫
浸水被害数

(戸)

床上 床下 床上 床下 床上 床下

H30.7.6～7.7
豪雨(梅雨)
及び台風

20 170 130 304 1059 350 65 103 82 ・枝光排水機場のポンプ増設前（15m3/s）

R1.7.21 豪雨(梅雨) 3 88 22 0 36 5 11 2 0 ・枝光排水機場のポンプ増設前（15m3/s）

R1.8.28 豪雨 15 183 22 0 9 10 2 0 0 ・枝光排水機場のポンプ増設前（15m3/s）

R2.7.6～7.8 豪雨(梅雨) 43 238 90 164 1091 285 60 61 83 ・枝光排水機場のポンプ増設前（15m3/s）

R3.8.12～
8.15

豪雨及び
秋雨前線豪

雨
65 514 34 26 114 38 19 12 7

・枝光排水機場のポンプ増設前（15m3/s）
・下弓削川パラペット設置（一部）
・中谷川のパラペット設置 (一部)

R5.7.10 豪雨(梅雨) 22 187 71 14 921 151 50 50 28

・枝光排水機場のポンプ増設後（26m3/s）
・下弓削川、岩井川パラペット設置
・中谷川、井田川のパラペット（一部）、
フラップゲートの設置
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（参考）図40ヶ年上位40出水（雨量大→小の順）
（対象期間：S60～R6）

下弓削川 － 内水確率規模について

 今回検討における確率規模1/10は「211.6mm」である。

 内水確率規模は、総合内水対策計画時と今回の検討時（流域水害対策計画）では雨量が大きく異なる。

 Ｒ1以降に大きな豪雨が続けて発生したため、内水確率規模の評価を大きく引き上げた。

表 下弓削川流域の内水確率規模
（S60～R6）

近年の雨が上位に
集中している

流域水害対策計画で設定 211.6m（内水確率規模1/10）

総合内水対策計画で設定 159.5mm（内水確率規模1/10）

確率規模
総合内水対策計画

流域水害対策計画
（本検討）

S60～H30 S60～R6

1/2 42.0 51.8 

1/3 75.4 91.1 

1/5 112.7 140.6 

1/10 159.5 211.6 

1/20 204.4 289.2 

1/30 230.2 337.9 

1/50 262.5 402.8 

1/80 292.1 465.9 

1/10確率規模は
159.5mmから211.6mm
に増大（約1.3倍）

：S60〜H30
：R1〜R6
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下弓削川 － 計画対象降雨の設定（浸水解析結果）

降雨量211.6㎜（R5年7月豪雨の約1.1倍相当の降雨量）で総合内水対策計画（ハード対策）実施後における浸水

解析結果を以下に示す。

図 降雨量211.6㎜（R5年7月豪雨の約1.1倍相当）による解析結果（総合内水対策計画（ハード対策）実施後）

← 下弓削川

確率規模
浸水面積

ha
浸水量

m3

1/10 83.4 272,411 
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下弓削川 － 計画対象降雨の設定

 都市浸水の発生を防ぐべき目標となる降雨として、これまでの整備状況、気候変動の影響、水害の発生状況を

勘案し、降雨量211.6㎜※（R5年7月豪雨の約1.1倍相当の降雨量）とする。

【計画対象降雨の考え方】

下弓削川流域
における既往計画

・H30.7豪雨と同規模の降雨
による床上浸水被害を軽減
する。
（目標検討降雨はH30.7確率
規模1/10、159.5mmで検討）

本流域水害対策計画に基づ
き、流域のあらゆる関係者
が協働し、流域一帯で総合
的かつ多層的な浸水被害対
策を講じる。

・「気候変動を踏まえた治水
計画のあり方」提言

・1985年～2010年の内水確率
規模1/10降雨量が155.1㎜

・気候変動の降雨量変化倍率
（2℃上昇：1.1倍）を乗じた
降雨量は170.6㎜

気候変動

これまでの整備状況、水害の発生状況を勘案

今回計画対象降雨における
浸水解析の結果

・解析の結果、降雨量211.6㎜（R5年7月豪雨
の約1.1倍相当の降雨量）で以下の浸水面
積及び浸水量を確認した。

← 下弓削川

※内水時間帯（元村樋門が閉鎖し、開門するまでの時間）の降雨量であり、降り始めからの総雨量ではない。


